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～ 安心して、意欲的に学校生活をスタートできるように ～ 

幼児教育で「就学前教育・幼小接続プログラム」 を実践 
保護者向けリーフレットを作成し、理解促進 

 

● 幼小中一貫教育を推進しています。 

袋井市では、これからの新しい時代を見据え、「自立力」と「社会力」を兼ね備えた

子どもを育むため、幼児期からの一貫した教育を推進しています。 

幼小中一貫教育の実施に向け、３歳児から中学卒業までの 12 年間において、共通し

て取り組む教育内容を系統的に整理した「袋井市幼小中一貫教育プログラム」の作成に

取り組んでいます。 

 

● 平成 30 年度から「就学前教育・幼小接続プログラム」を先行して実践します。 

 このうち、幼児教育と小学校のつながりを意識した「就学前教育・幼小接続プログラ

ム（幼児期（３〜５歳児）＋小学校１年生（４・５月）」を策定し、４月から市内公立

幼稚園等（16 園）で実践しています。 

 このプログラムは、一人ひとりの子どもが、学習の土台となる「生活習慣」、「学びに

向かう力」、「思考・表現の基礎となる力」を幼児期のうちに段階的に身に付けることで、

安心して、意欲的に学校生活をスタートすることができるようにすることを目指すもの

で、発達段階ごとに身に付けたい力や経験させたい内容などを系統的に整理しています。 

 

● 遊びや経験を通して思考力の芽生えを促します。 

また、これからの時代に必要となる「考える力」の育成に焦点を当て、幼児期の遊び

や経験を通して「思考力の芽生え」を促す指導例を紹介しています。 

 

● 保護者向けのリーフレットを作成・配布しています。 

袋井市教育委員会では、保護者が「就学前教育・幼小接続プログラム」のねらいに共

感し、指導の内容を理解していただけるようリーフレット（別紙）を作成しました。 

このリーフレットでは、プログラムに基づく指導のポイントに加え、子どもの発達の

過程や子どもとの向き合い方などを解説しています。 

４月末までに開催される市内公立幼稚園等のＰＴＡ総会で配布し、説明をしています。 

 

※ 袋井市は、平成 32 年度から、市内４つの中学校区ごとに施設分離型の一貫教育を

実施します。 
※ 「小中一貫教育プログラム（小１〜中 3 の各教科カリキュラム等。９年間）」につ

いては、平成 30 年度中の作成を目指し、作業を進めています。 
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袋井市の「就学前教育・幼小接続プログラム」の特色 

 

特色１ 「※1就学前教育カリキュラム」で、就学までに身に付けたい力を明示し、 

幼児期から 15 歳の出口を見据えた系統的・継続的な保育を行います。 

 

 

 

 

 

特色２ 「※幼小接続カリキュラム」で、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図り

ます。 

 

 

 

 

特色３ 「※思考力の芽生え」を重点化し、小中学校における「考える力」の育成に 

つながる体験と学びの充実を図ります。 

 

 

 

特色４ 別冊に、※16 の保育実践例を掲載しました。就学までに身に付けたい力を 

どのように育てるかを具体的に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

幼小接続カリキュラム 

就学前教育カリキュラム 

※1 就学までに身に付けたい力として、 1 生活習慣 2 ※2学びに向かう力 3 思考・表現の基礎
となる力 の３つの柱で押さえた「10 の姿」を示しました。年少期から年長期までの、発達段階
に応じた子どもの成長の姿を整理し、系統的で継続的な保育を行います。 

 
※2 好奇心、頑張る力、協同性などの力を指します。テストで測ることのできる読み書き計算などと

は異なり、非認知能力とも呼ばれます。 

※小学校に入学した子どもは、ゼロからのスタートではありません。幼児期の遊びを通した学びと育
ちを基礎として、主体的に学校生活を作り出していけるよう、幼児期の「学びの芽生え」を小学校
の「自覚的な学び」につなげます。 

※活動のねらい、環境の構成、幼児の姿、援助のポイント、幼児期からつながる小学校での学びや育
ち、などを明記しました。これまで行ってきた教育・保育を、身に付けたい力に沿って整理し、改
めて価値付けました。 

※「物の性質や仕組みなどに気付く」、「試行錯誤する」、「予想する」、「振り返る」など、様々な人や
ものとの関わりを楽しみながら、友達の様々な考えにふれ、自分の考えをよりよいものにしようと
する「思考力の芽生え」を育みます。 

 
 
 


